総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２２年度）

テーマ２　小課題番号2.2　氏名（所属）　小林光男（機械システム工学科）

　　　　　　　　　　　　　　　　  小久保邦雄（機械工学科）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  一之瀬和夫（機械システム工学科）
　　　　　　　　　　　　　　    後藤芳樹（機械工学科）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
著書

1. 鯉渕、小久保邦雄　編著：疲労破壊事故の解析と強度対策、日刊工業新聞社、2011
2.  小林光男他，新版固体潤滑ハンドブック，トライボロジー学会編，養賢堂(2010)pp.259-261.

査読付き論文

1． Peizheng L.，Kunio K.，Kazuo I.，Masaaki S.，Experimental and Numerical Analysis of the Fastning Bolt Using the Plastic Buckling Deformation of a Pipe, Journal of Solid Mechanics and Materials Engineering，Vol..4，No.12，1765-1777，2010．

2． 林　沛征，若林博之，一之瀬和夫，小久保邦雄，小林光男，円管の塑性座屈を利用した片側締結ボルト

日本ねじ研究協会誌，Vol.41, No.4, pp.97-102,  2010.

3． 米山高史，立野昌義，後藤芳樹，小久保邦雄，小型試験片を用いた一軸引張試験によるはんだ合金の力学特性，材料試験技術，Vol.56，No.1, pp.18-24, 2011.
4． 八戸英夫，小林光男，後藤芳樹，丹羽直毅，平均・分散検定を用いた小ねじの締付け試験における繰返し試験回数の妥当性について，材料試験技術，Vol.56，No.1, pp.25-31, 2011
5． 井口卓也，後藤芳樹，小林光男，岡本淳一，小久保邦雄，八戸英夫，アルミニウム細線の疲労試験，材料試験技術，Vol.55，No.1, pp.24-28, 2010
6． 林　沛征，,小久保邦雄;クリンチング継手の疲労強さに及ぼす板幅と腐食環境の影響活断層研究、自動車技術会論文集　Vol.28, pp. 1077-1082, 2010
7． T,Lin,K.Kokubo,K.Ichinose, Experimental and Numerical Analysis of Fastening Bolt using the Plastic Buckling of a Pipe, Journal of Solid and Structure, Vol.4, No.10, pp.265-279(2010).

8． 羅 , 溝口, 小久保邦雄、アンダーフィルの物性値の適正化による接合部の信頼性向上、日本材料学会論文集　Vol. 59, No. 9 , pp.77-87 (2010)
9． 井口卓也，後藤芳樹，小林光男，岡本淳一，小久保邦雄，八戸英夫，アルミニウム細線の疲労試験，材料試験技術，Vol.55，No.1, pp.24-28, 2010

10． 田中稔，田中道彦，小林光男，ねじの塑性域締付け，日本産業技術教育学会，Vol.52,No.3,pp.229-236, 2010.
11． 小林光男，田中道彦，機械運動学としての機構学の技術史，日本技術史教育学会誌，Vol.11,No.2，pp.18-23，2010.

国際学会論文（査読付も含む）

1. Ishiyama H, Nakakuki T，Ishii C，Kobayashi M，Development of Predictive Simulator on Drug Effectiveness in Cancer Cell Signaling System, International Conference on Control，Automation and System，ICCAS-2010，2010.

2. Ogawa M，Nakakuki T，Ishii C，Kobayashi M，Development of a Particle Simulator on Cancer Cell Signaling Network with PC Cluster System，International Conference on Control，Automation and System，ICCAS-2010，2010.

学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 田中道彦，小林光男，ブルメスタ曲線による平面運動総合，日本設計工学会誌，Vol.45，No.1，pp.52-57，2010.

2. 小林光男，CAESARⅡと３次元CADworxで社会に役立つ人材育成，Engineering Network(ＥＮＮ)，Vol.240，p.10，2010.
3. 福田勝己，小林光男　他，マイクロ領域における摩擦特性（第２報：触針の先端曲率半径の影響），東京高専研究報告，第41(2)号，pp.41-46，2010．

口頭発表
1. 小林光男，久保田義弘，何建梅，後藤芳樹，一之瀬和夫，小久保邦雄，衝撃荷重を受ける円管の変形とエネルギ吸収性能(第２報：拘束条件及び負荷方向の影響)，日本航空宇宙学会第52回構造強度に関するシンポジウム講演会，とりぎん文化会館，2010年7月　

2. 小林光男，羽部恭介，福田勝己，後藤芳樹，丹羽直毅，小ねじの機械的性質と強度的使用効率(第３報：チタン及びアルミ製小ねじの場合)，日本材料学会第59回学術講演会，北海道大学，2010年５月　

3. 小林光男，羽部恭介，八戸英夫，福田勝己，後藤芳樹，丹羽直毅，小ねじの機械的性質と強度的使用効率(第２報：鋼製小ねじのサイズとメッキ処理の効果)，日本機械学会第10回機素潤滑設計部門講演会，月岡温泉華鳳，2010年４月　

4. 小林光男，福田勝己，鈴木健司，津川竜一，インパクトレンチによるねじの締め付けにおける摩擦挙動，日本設計工学会東北支部平成２２年度研究発表講演会，日本大学，2010年12月
5. 小林光男，藤井英樹，中茎隆，丹羽直毅，小久保邦雄，新チタン合金ボルトの締付け及び強度特性，日本機械学会M&P2010，東京大学，2010年11月
6. 小林光男，藤井英樹，中茎隆，鈴木健司，丹羽直毅，チタン及びアルミニウム合金の高温強度特性，日本機械学会M&P2010，東京大学，2010年11月
7. 小林光男，田中道彦，福田勝己，辻　裕一，圧力円筒ねじ端の荷重分布に及ぼすかみ合いねじ部長さの影響，日本機械学会M&M-2010，長岡技科大学，2010年10月　　
8. 小林光男，鶴岡龍太，柳澤真也，田中道彦，衝撃荷重におけるねじ締結体の内力と外力の関係，日本機械学会東北支部第46回秋季講演会，秋田大学，2010年９月　

9. 小林光男，佐渡智貴，衝撃吸収性能に及ぼす吸収材の効果，日本機械学会東北支部第46回秋季講演会，秋田大学，2010年９月　

10. 小林光男，児玉裕，大石久巳，吉田有希，徳竹哲也，山崎龍一，小ねじの摩擦係数の簡易測定方法の提案とその評価(第２報：摩擦係数の測定と評価)，日本機械学会東北支部第46回秋季講演会，秋田大学，2010年９月　

11. 長谷昌哉，小林光男，名取まどか，小久保邦雄，後藤芳樹，根本俊雄，熱負荷を受けるねじ締結体の軸力へ及ぼす座金の影響，日本機械学会M&M-2010，長岡技科大学，2010年10月

12. 米山高史，二宮祐介，立野昌義，後藤芳樹，小久保邦雄，引張試験および圧子圧入法によるはんだ合金の力学特性，関東支部第16期総会講演会，日本機械学会，明治大学，2010年3月

13. 柳田亮太，立野昌義，後藤芳樹，単結晶シリコンウエハの引掻きによる表面損傷機構，関東

支部第16期総会講演会，日本機械学会，明治大学，2010年3月

14. 宮坂正義，須藤　聡，立野昌義，後藤芳樹，圧子圧入法による単結晶シリコンウエハの圧痕

頂角からのき裂と破壊靭生，関東支部第16期総会講演会，日本機械学会，明治大学，2010年3月

15. 横井、森川、立野昌義，小久保邦雄: セラミック金属接合体の引っ張り強度に及ぼす界面端形状の影響, pp.8-10, 第８回フラクトグラフィーシンポジウム前刷集(2010)

16. 吉田淳一，小林光男，生野雅也，齋藤久，萩谷桂大，小久保邦雄，圧力円筒テーパねじ端の荷重分布(第２報：壁肉厚さの影響)，日本機械学会東北支部第46回秋季講演会，秋田大学，2010年９月　

17. 萩谷桂大，吉田淳一，小林光男，福田勝己，圧力円筒テーパねじ端の荷重分布(かみ合いねじ部長さの影響)，日本機械学会東北支部第46回総会講演会，東北大学，2011年３月

18. 吉田有希，小林光男，児玉裕，大石久巳，小ねじの摩擦係数の簡易測定法の提案とその評価(試験装置の改良)，日本機械学会東北支部第46回総会講演会，東北大学，2011年３月
19. 神津友貴，福田勝己，小林光男，伊藤拓嗣，ナノインデンテーション法による多層薄膜のナノ硬さ特性，日本機械学会第10回機素潤滑設計部門講演会，月岡温泉華鳳，2010年４月　

外部資金の獲得

1. 小久保邦雄、CFRPを用いた鋼管補強の実用化、指定研究費(不二電業社),2010-07
2. 小久保邦雄、原子炉の耐震構造、指定研究費(日立GEニュークリアエナジー),2010-10

小林光男

修士　４名

学士　９名

小久保邦雄

修士　４名

学士　９名

一之瀬和夫
修士　１名，
学士　９名
後藤芳樹

修士　８名，

学士　16名

